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ま
え
が
き  

 

本
書
は
２
０
１
７
年
（
平
成
29

）
２
月
に
行
な
っ
た
最
終
講
義
に
エ
ッ
セ
イ
等
を
加
え
て
編
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
同
年
３
月
、
65

歳
で
定
年
退
職
し
た
が
、
今
年
の
３
月
ま
で
５
年
間
特
任
教
員
と
し
て
継

続
雇
用
さ
れ
た
た
め
、
書
物
に
す
る
の
が
今
に
な
っ
た
。 

 

最
終
講
義
の
メ
イ
ン
は
天
城
の
寒
天
で
あ
る
。
私
は
２
０
０
５
年(

平
成
17)

以
降
、
栄
養
教
諭
の
養
成

に
携
わ
っ
た
。
２
０
１
５
年(

平
成
27)

、
学
生
と
共
に
食
育
教
材
研
究
を
進
め
る
中
で
伊
豆
の
寒
天
橋
に

興
味
を
覚
え
、
そ
の
由
来
調
べ
か
ら
寒
天
遺
跡
の
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
城
の
寒
天
を
皮

切
り
に
、
関
西
の
寒
天
、
薩
摩
の
寒
天
、
信
州
の
寒
天
、
岐
阜
の
寒
天
と
調
べ
、
つ
い
に
樺
太
の
寒
天
に

行
き
着
き
、
２
０
１
９
年
（
令
和
元
）
の
８
月
に
は
一
般
社
団
法
人
全
国
樺
太
連
盟
の
支
援
を
受
け
て
サ

ハ
リ
ン
に
ま
で
調
査
旅
行
に
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
半
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
最
終
講
義
の
時
点
で
は
、

想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。 

 

エ
ッ
セ
イ
は
11

本
収
録
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
２
０
１
１
年
（
平
成
23

）
の
４
月
、
私
は

食
物
栄
養
学
科
の
学
科
長
に
な
っ
た
。
以
来
、
定
年
退
職
ま
で
の
６
年
間
、
毎
年
の
よ
う
に
小
田
原
短
大



 

通
信
や
清
香
会
だ
よ
り
に
原
稿
を
書
く
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
学
科
の
年
度
報
告
の
よ
う
な
こ
と
を
書
く
の

が
本
来
だ
と
は
思
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
堅
苦
し
く
誰
も
読
ん
で
く
れ
な
い
の
で
は
？ 

と
恐
れ
、
そ
の
よ

う
な
内
容
は
避
け
た
。
比
較
的
す
ん
な
り
書
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
苦
し
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
８
本
に
、
他
紙
誌
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
３
本
を
加
え
、
計
11

本
を
「
エ
ッ
セ
イ
」
と
し
て
収
録
し
た
。 

「
そ
の
他
」
と
し
て
記
録
、
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
講
演
、
模
擬
授
業
、
レ
シ
ピ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

収
め
た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
て
は
こ
ち
ら
が
最
大
だ
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。
そ
の
中
に
新
作
の
作
品
が

３
本
あ
る
。
一
つ
は
、
論
文
「
京
都
西
山
の
心
太
と
芭
蕉
」
で
あ
る
。
京
都
は
寒
天
発
祥
の
地
で
あ
る
。

寒
天
が
発
明
さ
れ
た
の
に
は
訳
が
あ
る
。
京
都
で
は
平
安
時
代
あ
た
り
か
ら
寺
を
中
心
に
心
太(

と
こ
ろ

て
ん)

が
さ
か
ん
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
西
山
の
心
太
は
初
等
教
育
の
教
科
書(

往
来
物)

に
載
る
ぐ
ら

い
有
名
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
芭
蕉
が
西
山
に
旅
を
し
て
そ
れ
を
食
べ
、
俳
句
を
作
っ
た
の
は
偶
然
で
は

な
く
、
寒
天
の
歴
史
の
必
然
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
二
つ
目
は
、
研
究
ノ
ー
ト
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
落
と
し
穴
」
で
あ
る
。
教
師
生
活
最
後
の
２
年
間
が
自
宅
・
研
究
室
で
の
学
生
向
け
動
画
作
成
に
な
る

と
は
ま
っ
た
く
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
出
現
し
た
１
９
５
７
年(

昭
和
32)

、
社
会
評
論
家
の

大
宅
壮
一
は
、
テ
レ
ビ
は
人
間
の
想
像
力
や
思
考
力
を
低
下
さ
せ
る
と
警
句
を
発
し
た
が
、
オ
ン
デ
マ
ン



 

ド
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
方
式
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
も
同
種
の
危
機
感
を
抱
い
た
。
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か

ら
、
独
自
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
内
反
転
学
習
を
実
践
し
た
。
そ
の
記
録
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
「
学
生
歌
『
二
歳
の
』
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
」
で
あ
る
。
私
が
専
任
教
員
に
な
っ
た
時
、
小
田
原

短
期
大
学
に
は
校
歌
が
な
く
、
学
生
歌
が
校
歌
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
作
詞
・
作
曲
は
当
時
の
学
生

と
教
師
。
無
償
で
作
ら
れ
た
真
心
の
歌
で
あ
る
。
心
に
響
く
素
晴
ら
し
い
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
皆
に
愛

さ
れ
た
。
創
立
30

周
年
の
１
９
８
７
年
（
昭
和
62

）
に
校
歌
が
作
ら
れ
た
が
、
学
生
歌
は
依
然
と
し
て

歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
今
回
、
作
曲
者
の
苅
野
節
子
先
生(

名
誉
教
授)

に
手
紙
と
電
話
で
何
度
も
話
を
う

か
が
い
、
知
り
得
た
こ
と
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
に
再
構
成
し
た
。
私
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
卒

寿
（
90

歳
）
を
過
ぎ
た
先
生
が
元
気
に
お
過
ご
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
時
は
過
ぎ
ゆ
く
。
い
つ

か
誰
か
が
書
か
ね
ば
寒
天
遺
跡
の
よ
う
に
歴
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
、
と
柄
に
も
な
く
使
命
感
に
か
ら
れ

た
。
何
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
花
吹
雪
つ
づ
く
道
」
は
、
学
生
歌
「
二

歳
の
」
の
一
番
の
歌
詞
の
一
節
で
あ
る
。 

２
０
２
２
年
６
月 
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最
終
講
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講義をする筆者 2017 年 

同僚による筆者の紹介 



 

最
終
講
義 

２
０
１
７
年
（
平
成
29

）
２
月
24

日 

２
０
７
・
８
教
室 

  

今
日
は
教
職
員
、
在
学
生
、
卒
業
生
、
地
域
の
皆
様
、
私
の
最
終
講
義
に
多
数
出
席
し
て
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
教
育
大
学
、
筑
波
大
学
出
身
の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
遠
方
よ

り
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
い
ま
す
。 

 

今
日
の
話
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
部 

回
顧 

大
学
生
活
47

年 

 

二
部 

小
田
原
短
期
大
学
で
の
33

年
間 

思
い
出
ベ
ス
ト
10 

 

三
部 

天
城
の
寒
天 

 

一
部
・
二
部
は
ス
ラ
イ
ド
で
102

枚
、
三
部
は
108

枚
に
ま
と
め
ま
し
た
。
約
90

分
で
終
了
す
る
予
定

で
す
。
で
は
、
さ
っ
そ
く
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 

 

一
部 

回
顧 

大
学
生
活
47
年 

私
の
大
学
生
活
は
１
９
７
０
年
（
昭
和
45

）、
東
京
教
育
大
学
教
育
学
部
に
入
学
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
三
重
県
立
伊
勢
高
校
で
学
ん
だ
私
は
、
後
で
触
れ
ま
す
よ
う
に
紆
余
曲
折
の
末
、
東
京
教
育

大
学
を
選
び
受
験
し
ま
し
た
。
前
年
が
東
京
大
学
と
共
に
入
試
中
止
だ
っ
た
た
め
か
、
大
変
な
競
争
率
で

し
た
。
運
良
く
合
格
し
て
大
学
院
修
士
課
程
ま
で
学
び
ま
し
た
。
移
転
が
あ
っ
た
た
め
大
学
院
博
士
課
程

は
筑
波
大
学
で
す
。
そ
の
後
、
１
９
８
３
年
（
昭
和
58

）
に
本
学
の
非
常
勤
講
師
に
な
り
、
翌
年
専
任
講

師
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
通
算
47

年
間
、
学
生
、
院
生
、
教
員
と
し
て
大
学
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。 47

年
の
間
に
私
の
身
の
回
り
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
お
話
し
し
ま
す
。 

ま
ず
、
授
業
料
で
す
。
私
が
入
学
し
た
頃
の
国
立
大
学
の
授
業
料
は
月
３
０
０
０
円
、
年
額
に
し
て
３

６
０
０
０
円
で
し
た
。
私
が
大
学
と
大
学
院
で
支
払
っ
た
授
業
料
の
総
額
は
約
１００

万
円
で
す
。
私
は
大

学
院
博
士
課
程
で
３
年
間
、
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
総
額
は
約
２００

万
円
で
す
。

当
時
の
奨
学
金
に
は
「
教
育
職
・
研
究
職
に
就
職
し
た
場
合
の
特
別
免
除
制
度
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
本

学
で
の
勤
務
実
績
15

年
を
積
ん
だ
時
点
で
日
本
育
英
会
か
ら
返
還
を
免
除
さ
れ
ま
し
た
。
支
払
っ
た
学



 

費
は
１００

万
円
、
も
ら
っ
た
奨
学
金
は
２００

万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
私
は
、
大
学
と
大
学

院
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
上
に
１００

万
円
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。 

 

現
在
の
国
立
大
学
授
業
料
は
年
間
53

万
円
で
す
。
約
15

倍
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
育
英
会
は
日
本
学

生
支
援
機
構
に
改
組
さ
れ
、
奨
学
金
は
利
子
付
貸
与
と
な
り
、
特
別
免
除
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
は
多
額
の
授
業
料
を
払
い
、
利
子
付
奨
学
金
を
借
り
、
長
時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
抱
え
て
い
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
日
本
は
教
育
に
あ
ま
り
お
金
を
出
さ
な
い
国
だ
か

ら
で
す
。
現
在
の
日
本
の
教
育
予
算
額
は
先
進
国(

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ)

中
最
下
位
で
す
。 

 

次
に
、
学
生
お
よ
び
教
員
の
姿
を
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
入
学
し
た
こ
ろ
の
大
学
・
短

大
進
学
率
は
27

%

で
し
た
。
教
員
の
主
た
る
関
心
は
研
究
で
、
授
業
は
二
の
次
で
し
た
。
出
席
を
と
ら

な
い
授
業
な
ん
て
の
は
ザ
ラ
に
あ
り
、
授
業
回
数
は
今
よ
り
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
室
に

冷
房
が
な
い
時
代
で
す
か
ら
、
教
員
が
夏
休
み
前
、
暑
さ
を
理
由
に
授
業
を
休
講
に
す
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
学
生
の
関
心
は
、
教
養
・
読
書
・
自
己
形
成
が
主
で
、
授
業
・
資
格
・
就
職
は
従
で
し
た
。
今

日
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
大
学
教
育
の
主
要
な
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
始
ま
り
は
１
９
９
０



 

 

年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
期
で
す
。
そ
れ
以
前
の
大
学
は
も
っ
ぱ
ら
学
問
探
究
の
場
で
あ
り
、
就
職
斡
旋
は
下 

宿
・
ア
ル
バ
イ
ト
紹
介
、
奨
学
金
と
共
に
学
生
厚
生
補
導
の
一
項
目
に
過
ぎ
ず
、
教
育
課
程
外
で
し
た
。

 
 

 
 

現
在
の
大
学
・
短
大
進
学
率
は
57

%

で
、
約
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。
教
員
の
主
た
る
仕
事
は
教
育
で

す
。
出
席
管
理
、
シ
ラ
バ
ス
、
成
績
評
価
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
Ｆ
Ｄ
活
動
、

個
別
指
導
な
ど
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
主
た
る
関
心
は
教
養
・
読
書
・
自
己
形
成
で
は
な
く
、
授

業
・
資
格
・
就
職
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の
大
学
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
大
々
的
に
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
、
思
い
つ
く
限
り
の
こ
と
を
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
、
中
流
社
会
の
崩
壊
、
貧
富
の
差
の
拡
大
で
す
。
い
わ
ゆ
る
フ
ツ
ー
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

二
つ
目
は
、
大
学
の
大
衆
化
、
全
入
化
で
す
。
大
学
卒
は
当
た
り
前
で
就
職
の
際
の
切
り
札
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
手
紙
は
メ
ー
ル
に
、
電
話
は
ス
マ
ホ
に
、
テ
レ
ビ
は
ブ
ラ

ウ
ン
管
か
ら
地
デ
ジ
に
、
黒
板
は
パ
ワ
ポ
に
変
わ
り
ま
し
た
。
四
つ
目
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
偏
重
の
理
系

重
視
、
産
学
協
同
の
流
れ
で
す
。 

最
後
に
、
今
の
社
会
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
素
描
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
分
断
が



 

進
ん
で
い
ま
す
。
障
害
者
の
排
除
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
増
加
は
、
人
間
と
し
て
共
に
生
き
る
感
覚
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
思
考
の
短
絡
化
、
つ
ま
り
じ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
考
え

る
習
慣
の
喪
失
で
す
。
文
系
軽
視
、
基
礎
学
問
軽
視
、
産
業
直
結
化
傾
向
は
、
人
々
か
ら
無
駄
を
覚
悟
で

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
深
く
考
え
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

良
い
点
も
あ
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
健
康
寿
命
が
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

で
す
。
手
前
み
そ
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
食
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、
つ
ま
り
食
育
の
普
及
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
男
女
平
等
の
普
及
で
す
。
昨
年
度
す
な
わ
ち
２
０
１
６
年
度(

平
成
28)

の
女

子
の
大
学
・
短
大
進
学
率
は
、
57.1

%

と
男
子
の
55.6

%

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
女
子
の
57.1

%

の
う

ち
8.9

%

が
短
大
へ
の
進
学
で
す
。
短
大
の
存
在
感
を
感
じ
ま
す
。
三
つ
目
は
、
情
報
の
共
有
化
が
進
ん

だ
こ
と
で
す
。
私
が
本
学
に
勤
め
始
め
た
１
９
８
０
年
代
の
学
内
で
の
情
報
の
扱
い
は
ひ
ど
い
も
の
で
し

た
。
大
事
な
情
報
は
一
部
の
幹
部
教
職
員
が
握
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
原
因
で
問
題
の
発
見
・
解
決
が
遅
れ

た
り
、
不
要
な
争
い
を
生
ん
だ
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
今
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て

情
報
共
有
率
は
高
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
四
つ
目
は
危
機
管
理
意
識
が
高
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
２
０
１
１
年(

平
成
23)

の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
震
対
策
は
き
わ
め
て
具
体
的
に
な



 

 

り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
年
の
４
月
に
食
物
栄
養
学
科
の
学
科
長
に
就
任
し
た
の
で
す
が
、
最
初
の
大
仕
事

が
神
奈
川
県
栄
養
士
養
成
施
設
協
議
会
主
催
「
こ
れ
か
ら
栄
養
士
に
な
る
人
の
集
い
」
の
開
催
で
し
た
。

会
場
は
小
田
原
市
民
会
館
で
、
参
加
者
数
は
約
600

名
で
し
た
。
老
朽
化
し
た
市
民
会
館
に
何
度
も
足
を

運
ん
で
避
難
経
路
の
確
認
を
す
る
と
共
に
、
参
加
者
向
け
の
「
災
害
時
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
打

ち
込
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

二
部 

小
田
原
短
期
大
学
で
の
33
年
間 

思
い
出
ベ
ス
ト
10 

 

 

第
10

位 

「
文
章
構
成
法
」
担
当 

 

１
９
８
４
年
（
昭
和
59

）
に
専
任
講
師
に
な
り
ま
し
た
。
受
け
持
っ
た
授
業
科
目
は
「
教
育
原
理
」
、

「
道
徳
教
育
の
研
究
」、「
教
育
実
習
」
な
ど
の
教
職
科
目
で
し
た
。
当
時
の
教
授
会
は
専
任
講
師
も
出
席

で
き
た
の
で
、
私
は
あ
る
時
、
そ
の
席
上
で
学
生
の
小
論
文
指
導
を
し
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。
わ
り
に

す
ん
な
り
と
認
め
ら
れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
新
人
教
員
の

お
手
並
み
拝
見
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

２
０
０
１
年
（
平
成
13

）
に
『
カ
フ
ェ
気
分
で
小
論
文
』（
三
恵
社
）
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
作
り
ま
し



 

た
。
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
、
当
時
多
摩
美
術
大
学
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
て
い
た
娘
に
頼
み

ま
し
た
。 

小
論
文
と
い
っ
て
も
そ
の
意
味
は
曖
昧
で
、
入
社
試
験
の
出
題
例
を
眺
め
る
と
、「
学
生
生
活
で
打
ち
込

ん
だ
こ
と
」「
私
の
食
生
活
」「
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
も
の
」
な
ど
作
文
と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
な

も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
小
論
文
を
「
作
文
型
小
論
文
」
と
「
論
文
型
小
論
文
」
と
に
分

け
、
主
に
「
論
文
型
小
論
文
」
の
指
導
を
し
ま
し
た
。 

論
文
型
小
論
文
と
は
次
の
よ
う
な
題
の
小
論
文
で
す
。 

「
座
右
の
銘
」 

「
私
の
尊
敬
す
る
人
」 

「
今
の
若
者
が
忘
れ
て
い
る
も
の
」 

「
食
べ
物
と
健
康
」 

「
働
く
こ
と
の
意
味
」 

「
学
ぶ
と
は
」 

「
私
の
労
働
観
」 

最初の「文章構成法」テキスト 



 

 

「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
」 

「
公
共
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
長
所
と
欠
点
」 

「
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
に
は
」 

 

こ
れ
ら
の
問
題
を
攻
略
す
る
方
法
は
た
だ
一
つ
。
ま
ず
結
論
を
書
き
、
次
い
で
理
由
を
書
く
と
い
う
ス

タ
イ
ル
を
貫
く
こ
と
で
す
。
最
初
は
中
身
が
な
く
て
も
、
そ
の
形
を
貫
く
こ
と
で
思
考
が
変
容
し
、
徐
々

に
中
身
も
つ
い
て
き
ま
す
。「
思
考
が
変
容
す
る
」
と
は
、
何
事
に
対
し
て
も
自
分
な
り
の
考
え
を
持
ち
、

な
ぜ
自
分
は
そ
う
考
え
る
の
か
を
人
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
に
書
く

面
白
さ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
学
生
は
、
書
く
こ
と
が
好
き
に
な
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
論
理
的
思

考
人
間
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。 

  

第
９
位 

表
彰
状 

 

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
話
で
す
。
専
任
講
師
に
な
っ
た
年
、
私
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
・
監
督
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
、
体
育
担
当
の
先
生
が
神
奈
川
県
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
役
員
を
し
て
い
て
、

 


